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2．3 中高生のスポーツボランティア育成講座の開設支援（仙台市） 

(1) トライアル事業の目的 

スポーツの「する」「見る」「支える」の 3 要素のうちの「支える」ことの大切さを、中学生、高校生に学んで

もらい、支える活動であるスポーツボランティアへの理解の促進と、実践活動の提供を行うことで、どの団

体でも課題となっている、若手ボランティアの育成・確保の解決策を見つけることを目的とした。また、併せ

て仙台市に複数あるスポーツボランティア組織・団体の有機的な横のつながりを構築することも目的とし

た。 

 

(2) トライアル事業の実施体制 

市民スポーツボランティア SV2004、グランディ・21 ボランティアと連携して実施した。 

 

(3) スケジュール 

2014 年 9 月 1 日（月）～10 月 15 日（水） 募集 

2014 年 10 月 11 日（土）・19 日（日） 説明会 兼 第１回講義 

2014 年 11 月 2 日（日）・3 日（月祝） 第 2回講義 (2・3 のいずれかの日を選択) 

2014 年 10 月中旬～2015 年 1 月  実活動体験 （3回以上の選択）、レポートの提出 

2015 年 2 月 7 日（土）   スポーツボランティア育成講座「修了証授与式」 

    

(4) 事業内容の詳細 

① 運営・管理主体と協力団体 

市民スポーツボランティア SV2004 とグランディ・21 ボランティアの両団体の担当者が、講座の実際的な

計画と運営を行った。ボランティアの実活動体験については関連する団体との連絡調整を行い、詳細な

実施計画を立てて、活動の管理・運営に当たった。実施運営の実務は協力団体と分担した。 

 

図表 3-14 仙台市「中高生のボランティア育成講座」運営体制図 
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②事業の周知 

以下の団体経由で、事業の周知と参加者の募集を行った。 

 

図表 3-15 事業の周知と参加者の募集 

発信団体 方法 

笹川スポーツ財団 � 仙台市長及び仙台市教育委員会教育長宛てに後援申請し、告知協力を

得た 

� 宮城県教育委員会教育長宛てに後援申請し、告知協力を得た 

仙台市 � 仙台市教育局総務企画部健康教育課からチラシの配布及び教頭・部活

顧問への電話説明 

バスケットボールやサッカーのリーグ戦会場に近いエリアの比較的規
模の大きい中学校（5 校）を対象とし、体験学習担当の教員（各 100

部）、バスケットボール部とサッカー部(各 50 部)に対してチラシを配布。
仙台市内の市立高校にチラシを配布（200部） 

市民スポーツボランティア

SV2004 

� 市民スポーツボランティア SV2004 ウェブサイト 

� ボランティアネットワーク(約 300 人)へのメール発信 

� 河北新報社へのリリース配信 

 

説明会に参加する中高生                        講習会に参加する中高生 

 

スポーツボランティア育成講座終了証

修了認定バッジ 
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③ 中高生のスポーツボランティア育成講座の開催 

以下のようなプログラムからなる中高生のスポーツボランティア育成講座を開催した。修了の条件は、講

座の受講と少なくとも 3回以上の実活動体験の実施とレポート提出である。 

 

図表 3-16 中高生のスポーツボランティア育成講座のプログラム 

プログラム 実施 

者数 
日時 概要 

説明会 

第 1 講義 

28 人 10 月 11 日（土） 

又は 19 日（日） 

9：30～11：30 

主な内容： 

1．本事業の説明 

2.「スポーツボランティア入門」 

3.「楽天イーグルスにおけるスポーツボランティア」 

※同内容を 2回開催 

第 2 講義 17 人 11 月 2 日（日） 

又は 3 日（月・祝）

9：30～11：30 

主な内容： 

スポーツ舞台を支える ～スポーツマネジメントの役割～ 

※同内容を 2回開催 

実活動体験 22 人 － � あらかじめ講座受講者向けに設定されたボランティア活動
から、少なくとも 3回（3日）の実活動体験を行った。実活動
体験においては、協力団体が指定した時間、場所、活動
内容に合わせて、ボランティア活動を行った。 

� 活動当日は、ボランティア活動経験が豊富な市民スポー
ツボランティアSV2004、若しくはグランディ・21ボランティア
が、中高生のサポートに付きながら活動を実施した。 

レポート作成 22 人 － � 実活動体験を終えるごとに A4 用紙１枚程度のレポートを
作成させた。レポートの形式は自由とし、ボランティア活動
の感想、意見等を記述させた。また、講義と全ての実活動
体験修了後に講座レポートを提出させた。 

「スポーツボ

ランティア育

成講座」修了

証授与式 

48 人 

 

2 月 7 日（土） 

13：00～16：30 

主な内容：  

1.基調講演「スポーツとボランティアの関わり方～2020 年

に向けて～」 

2.修了証授与 

3.応援メッセージ・ビデオメッセージ（活動チームから） 

4.修了生記念写真 

5.懇親会 

中高生 15 人、保護者含む一般 33 人が参加した。 
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各協力団体におけるボランティア活動日程、参加者数、活動内容は以下のとおりである。 

 

図表 3-17中高生のスポーツボランティア育成講座の実活動体験日程 

No 月日 活動時間 チーム名 試合・イベント内容 会場
参加

人数
活動内容

1 10/26(日) 9:30-16:00 ベガルタ仙台 13:00キックオフ　柏レイソル戦 ユアテックスタジアム仙台 3 入場口対応・エコステーション・チケットチェック

2 11/22(土) 15:30-21:00 ベガルタ仙台 19:00キックオフ　セレッソ大阪戦 ユアテックスタジアム仙台 7 入場口対応・エコステーション・チケットチェック

3 10/25(土) 15:50-21:00 仙台89ERS 18:00試合開始 埼玉戦 仙台市青葉体育館 2
活動説明・エコステーション・チケットのもぎり・

サイン会体験

4 10/26(日) 11:50-17:00 仙台89ERS 14:00試合開始 埼玉戦 仙台市青葉体育館 1 活動説明・エコステーション・サイン会体験

5 11/15(土) 15:50-21:00 仙台89ERS 18:00試合開始 富山戦 仙台市体育館 2 キッズパーク・エコステーション・サイン会体験

6 11/16(日) 11:50-17:00 仙台89ERS 14:00試合開始 富山戦 仙台市体育館 8
キッズパーク・エコステーション・のぼり撤去・

サイン会体験

7 11/22(土) 15:50-21:00 仙台89ERS 18:00試合開始 大分戦 仙台市青葉体育館 0

8 11/23(日) 11:50-17:00 仙台89ERS 14:00試合開始 大分戦 仙台市青葉体育館 0

9 12/6(土) 15:50-21:00 仙台89ERS 18:00試合開始 奈良戦 ゼビオアリーナ仙台 5 チケットのもぎり・案内・エコステーション

10 12/7(日) 10:20-17:00 仙台89ERS 14:00試合開始 奈良戦 ゼビオアリーナ仙台 9 チケットのもぎり・案内・エコステーション

11 12/20(土) 14:20-21:00 仙台89ERS 18:00試合開始 群馬戦 仙台市体育館 4 キッズパーク・エコステーション・サイン会体験

12 12/21(日) 10:20-17:00 仙台89ERS 14:00試合開始 群馬戦 仙台市体育館 3 キッズパーク・エコステーション・サイン会体験

13 1/17(土) 15:50-21:00 仙台89ERS 18:00試合開始 秋田戦 ゼビオアリーナ仙台 6 チケットのもぎり・案内・エコステーション

14 1/18(日) 10:20-17:00 仙台89ERS 14:00試合開始 秋田戦 ゼビオアリーナ仙台 5 チケットのもぎり・案内・エコステーション

15 10/25(土) 9:00-16:00 グランディ・２１ フリスポ2014 ひとめぼれスタジアム宮城 0

16 10/26(日) 9:00-16:00 グランディ・２１ フリスポ2014 ひとめぼれスタジアム宮城 0

17 11/29(土) 11:30-17:00
仙台

ベルフィーユ

13:00試合開始  PFU vs GSS

　　　　　　　　　   仙台 vs 柏
富谷スポーツセンター 1 案内・エコステーション

18 11/30(日) 10:30-16:00
仙台

ベルフィーユ

12:00試合開始　PFU vs 柏

                     仙台 vs GSS
富谷スポーツセンター 1 案内・エコステーション

19 12/20(土) 11:30-17:00
仙台

ベルフィーユ

13:00試合開始　PFU vs JAぎふ

                     仙台 vs 大野石油
元気フィールド仙台 2 案内・エコステーション

20 12/21(日) 10:30-16:00
仙台

ベルフィーユ

12:00試合開始　PFU vs 大野石油

                     仙台 vs JT
元気フィールド仙台 1 案内・エコステーション

21 1/31(土) 11:30-17:00
仙台

ベルフィーユ

13:00試合開始　柏 vs GSS

                     仙台 vs 熊本
ゼビオアリーナ仙台 2 案内・エコステーション

22 2/1(日) 10:30-16:00
仙台

ベルフィーユ

12:00試合開始　KUROBE vs GSS

                     仙台 vs 柏
ゼビオアリーナ仙台 0

 

 

 

 

        実活動体験①エコステーション                    実活動体験②サイン会での選手サポート 
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3． トライアル事業の効果検証 

3．1 トライアル事業の目的と主な検証項目 

各トライアル事業の目的と主な効果検証項目については、以下のとおりである。 

 

(1) スポーツボランティアの育成及び組織の創設支援（岡山県） 【立ち上げ期→基盤構築期】 

新たなスポーツボランティア組織の立ち上げ期の事例として、募集、養成、組織化するまでの一連の流

れを検証し、一般化を試みることを目的として実施した。 

 

【主な効果測定項目】 

� 募 集：募集・広報の方法 

� 養 成：研修内容、参加者の意識変容 

� 組織化：各組織の連携協力状況 

 

(2) スポーツイベントボランティアの活動活性化支援（広島市） 【基盤構築期→変容・発展期】 

設立 14 年を過ぎ、活動の固定化、ボランティアの活動満足度の低さが運営側から課題として挙げられ

ている。活動の維持・継続に向けて、活動内容の拡大、活動満足度の向上、若年層の確保など組織活性

化を目的としたトライアル事業を実施し、その効果を検証することで、有効な取組を抽出することを目的と

して実施した。 

 

【主な効果測定項目】 

� 募 集：若年層ボランティアの募集方法 

� 養 成：若年層ボランティア向けの研修内容、研修参加者の意識変容 

� 組織化：セミナー参加や新規ボランティアの加入による既登録者の活動満足度の変化、研 

    修受講者の今後の活動意向 

 

(3) 中高生のスポーツボランティア育成講座の開設支援（仙台市）【基盤構築期→充実・継続期】 

スポーツボランティア団体間の連携により、中高生ボランティアの育成を図り、団体間及び教育委員会

とのネットワークを構築することを目的としたトライアル事業を実施し、新たな取組の有効性を検証した。 

 

【主な効果測定項目】 

� 募 集：団体連携による中高生ボランティアの育成・確保の状況 

� 養 成：研修内容（教委連携、研修内容）、研修に参加した中高生ボランティアの意識変容 

� 組織化：団体間のネットワーク構築の状況、プログラム参加者の今後の活動意向 
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3．2 検証項目一覧 

スポーツボランティア組織に対するトライアル事業の評価について、ボランティア組織の活動過程に応

じて、募集、養成、組織化、活動、その他の 5 区分に分類し、それぞれについて望ましい効果、及びその

評価・分析指標を整理し、図表 3-18 に取りまとめた。 

表中の「○」は、各トライアル事業において評価・分析対象とした指標であることを示す。 

 

図表 3-18 トライアル事業の評価指標 

分野 
トライアル事業の

効果 
トライアル事業の評価・分析指標 岡山 広島 仙台 

1. 

募集 

1.1 ボランティア数 

の増加 

研修・講習会参加者数・参加者属性（未経験
者、経験者） 

○ ○ ○ 

セミナー・シンポ・修了式参加者数・参加者属
性（未経験者、経験者） 

○ ○ ○ 

新規ボランティア登録者数・登録者属性（未経
験者、経験者） 

○ ○ ○ 

1.2 効果的な募集
経路の確立 

募集・案内の配布数、配布先 ○ ○ ○ 

募集・案内の配布先別の参加者数、配布数 ○ ○ ○ 

2. 

養成 

2.1 活動につながる
研修・セミナー
の実施 

研修・セミナーの理解度  ○ ○ ○ 

研修・セミナーの満足度 ○ ○ ○ 

プログラム終了後の活動意欲 ○ ○ ○ 

ボランティア養成プログラム受講意欲  ○  

リーダー研修受講意欲 ○ ○  

2.2 ボランティア、ボ
ランティアリー
ダーの育成 

ボランティア研修受講者数、終了者数 ○  ○ 

リーダー研修受講者数、終了者数 ○   

ニーズに応じた研修の実施状況   ○ 

3. 

組織化 

3.1 運営・活動基盤 

の構築 

事務局機能の整備   ○ 

事務局機能の負担軽減   ○ 

3.2 関係者の理解 関係者の認知、理解  ○ ○ 

一般市民の認知、理解 ○ ○ ○ 

3.3 ボランティアの 

活動意欲の維 

持 

ボランティアの今後の活動意欲 ○ ○ ○ 

ボランティアの活動ニーズの把握  ○ ○ 

ボランティア活動の満足度   ○ 

3.4 関係機関との 

連携確保 

行政との関係構築 ○  ○ 

他のスポーツ団体との関係構築 ○ ○ ○ 

その他団体との関係構築 ○ ○ ○ 

4. 

活動 

4.1 活動の活発化 活動回数  ○ ○ 

活動人数（実人数、延べ人数）  ○ ○ 

多様な活動機会提供の状況  ○ ○ 

4.2 活動の質の担 

保 

活動目的の達成状況  ○ ○ 

活動内容のフィードバック機会の設定  ○ ○ 

5. 

その他 

5.1多様な効果の 

発生 

団体、地域、活動先への効果発生 
○ ○ ○ 
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3．3 トライアル事業の効果検証 

(1) スポーツボランティアの育成及び組織の創設支援（岡山県） 【立ち上げ期→基盤構築期】 

岡山県で実施したトライアル事業「スポーツボランティアの育成及び組織の創設支援」の効果検証結果

は以下のとおりである。 

 

図表 3-19 効果検証（岡山県） 

評価指標 実績 

1.1 募集：ボランティア数の増加  

� スポーツボランティア研修会参加者は 42 人（うち、岡山県内者 30人）、うちス
ポーツボランティア・リーダー養成講習会参加者は 23 人（うち、岡山県内 18

人）であり、スポーツボランティアの育成が図られた。 

延べ研修受講者数 

65 人 

� シンポジウム参加者は 36 人（うち、岡山県内者 33 人）であった。 シンポジウム参加者 

36 人 

� スポーツボランティア・リーダー養成研修会及びシンポジウム参加者のうち
55％が、ボランティア組織が設立された場合には登録したいと回答した。 

ボランティア登録意向 

55％ 

1.2 募集：効果的な募集経路の確立  

� 連携先である公益財団法人岡山県体育協会及び協力先である NPO 法人日
本スポーツボランティアネットワークの協力を得て募集・案内を行った。 

案内配布数 

1,799 枚 

� 研修の情報の入手経路は、「日本スポーツボランティアネットワークの HP 又
は Facebook」（36％）が最も多く、次いで「岡山県体育協会の HP 又は案内」
（27％）、「友人・知人からの紹介」（18.2％）であった。 

� 県内 27自治体（15 市 10町 2 村）のうち 13自治体（10 市 3 町）、全体の 48％
の自治体から、本事業への参画が得られた。また、県内の主要なスポーツ関
係者からの参画があったことは評価できる。 

� 一方で、トップスポーツチーム、大学からの参画は少数であった。 

県内自治体参加率 

48％ 

2.1 養成：活動につながる研修・セミナーの実施  

� 研修会の難易度は、5 段階評価（1.簡単、5.難しい）でスポーツボランティア研
修会は 2.71、スポーツボランティア・リーダー養成研修会は 2.96 であり、難易
度は適当であったと言える。 

平均難易度 

2.71～2.96/5.00 

� スポーツボランティア研修会、スポーツボランティア・リーダー養成研修会の
満足度は、5段階評価で平均 4.56～4.57 と高評価であった。 

平均満足度 

4.56～4.57/5.00 

� スポーツボランティア研修会参加者の 90％、スポーツボランティア・リーダー
養成研修会参加者の 83％、シンポジウム参加者の 87％が今後、スポーツボ
ランティアとして活動したいと回答した。 

活動意欲 

83～90％ 

� スポーツボランティア研修会参加者の 62％、スポーツボランティア・リーダー
養成研修会参加者の65％、シンポジウム参加者の87％が今後もスポーツボ
ランティア養成講習会に参加したいと回答した。 

研修受講意欲 

62～87％ 

� スポーツボランティア研修会参加者の 42％がスポーツボランティア・リーダー
養成研修会に参加したいと回答した。 

リーダー研修受講意欲 

42％ 

2.2 養成：ボランティア、ボランティアリーダーの育成  

・ スポーツボランティア 42 人（うち、岡山県内者 30 人）を養成した。 ボランティア育成数 

42 人 

�  スポーツボランティア・リーダー23 人（うち、岡山県内者 18 人）を育成した。 リーダー育成数 

23 人 

3.1 組織化：運営・活動基盤の構築  

� 本トライアル事業の評価・分析対象外。 － 
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評価指標 実績 

3.2 組織化：関係者の理解  

� 主催事業には、県内 13自治体（48.1％）及び県内スポーツ関連組織・団体の
関係者が参加し、県内のステークホルダーに対してスポーツボランティアが
浸透した。 

県内主要関係者の事業

参加 

� スポーツボランティア研修会に、スポーツボランティア未経験者が 23％参加
するなど、一般市民への理解が得られた。 

研修会へのスポーツボ

ランティア未経験者参加

23％ 

3.3 組織化：ボランティアの活動意欲の維持  

� 【再掲】スポーツボランティア研修会参加者の 90％、スポーツボランティア・リ
ーダー養成研修会参加者の 83％、シンポジウム参加者の 87％が今後、スポ
ーツボランティアとして活動したいと回答した。 

活動意欲 

83～90％ 

3.4 組織化：関係機関の連携確保  

� 【再掲】県内の 13自治体（岡山県内の自治体の 48.1％）から、本事業への参
画があった。 

県内自治体参加率 

48％ 

� 県内スポーツ関連組織・団体である「市町村スポーツ行政担当者」「市町村
体育協会」「スポーツ推進委員」「総合型地域スポーツクラブ」「スポーツ少年
団」「大学」「おかやまマラソン大会実行委員会事務局」等から本事業へ参画
があった。 

主要スポーツ団体の 

参画数 

10 団体 

� スペシャルオリンピックス日本・岡山、スポーツボランティアを大学のカリキュ
ラムに取り入れている環太平洋大学とのネットワークが構築できた。 

その他団体の参画数 

2 団体 

4.1 活動：活動の活発化  

� 本トライアル事業の対象外。 － 

4.2 活動：活動の質の担保  

� 本トライアル事業の対象外。 － 

5.1 その他：多様な効果の発生  

� 岡山県真庭市では、市の依頼により、「真庭市スポーツ少年団指導者研修
会」においてスポーツボランティアに関する講演を行った。また、総合型地域
スポーツクラブと市体育協会の関係者の計 3 人がスポーツボランティア・リー
ダー認定を得ており、今後の展開が期待される。 

地域内での展開 

1 地域 
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スポーツイベントボランティアの活動活性化支援（広島市） 【基盤構築期→変容・発展期】 

広島市で実施したトライアル事業「スポーツイベントボランティアの活動活性化支援」の効果検証結果は

以下のとおりである。 

 

図表 3-20 効果検証（広島市） 

評価指標 実績 

1.1 募集：ボランティア数の増加  

� 「スポーツボランティアシンポジウム 2014 in 広島」は事前申込み 88人、参加
者 86 人であった。また、「若者が集うスポーツボランティア・セミナー in 

HIROSHIMA」は事前申込み 45 人、参加者 35 人であった。 

� 若者向けに特化した告知を実施せずに開催した8月のシンポジウムでは、参
加者のうち 20 代の占める割合は 5.8％であったが、タイトルに「若者」の言葉
を使い、市内 12 大学に告知して開催したセミナーでは、20 代の占める割合
が 45.7％と約半数を占めた。若者の参画を促す一つの方法としては一定の
効果があったと考える。 

シンポジウム、セミナー

延べ参加者数 

121 人 

� 「若者が集うスポーツボランティア・セミナー in HIROSHIMA」参加者のうち 20

代までの参加者の 18％が、ボランティアに登録したいと回答した。 

� 大学などでも募集があること、今後広島で生活するか未定等の理由により、
活動意欲の高さに対して登録希望は多くはなかった。 

ボランティア登録意向 

18％ 

1.2 募集：効果的な募集経路の確立  

� 連携先である広島市スポーツ協会を通じて、スポーツイベントボランティア登
録者、広島市スポーツ協会加盟団体、広島市スポーツ協会役員等、中国新
聞社、市内大学（12 大学）への直接訪問によるセミナー（1/24）の説明・案
内、ウェブサイト掲載を実施した。また、サンフレッチェ広島ホームゲームで
のチラシ配布、広島経済大学内での案内を実施した。 

案内配布数 

3,500 枚 

� 「若者が集うスポーツボランティア・セミナー in HIROSHIMA」の情報の入手
経路は、「大学関係者からの紹介」「講師からの紹介」（38.5％）が最も多く、
次いで「広島市スポーツ協会のウェブサイト又は案内」（23.1％）であった。 

� 広島市内にある 12 大学に告知をし、1/3 の 4 大学から 15 人の参加があった
ことは一定の成果と評価している。 

� 大学にはボランティアセンターやボランティア担当職員がいることもあり、体
育系・スポーツ系の学部以外の大学でも大学への告知が有効であることが
分かった。一方で、開催日程が多くの大学で試験期間と重なったことから、大
学生を対象とする場合には、大学行事の確認が重要である。 

� 主たる活動場所である、サンフレッチェ広島のホームゲームでもチラシを配
布したが、チームの応援に来るファンやサポーターには、ホームゲーム会場
内でのボランティア活動にはあまり興味関心を示してもらえないことが確認で
きた。 

市内参加大学数 

4 大学/12 大学 

2.1 養成：活動につながる研修・セミナーの実施  

� 「若者が集うスポーツボランティア・セミナー in HIROSHIMA」の 20 代までの
参加者の 85％が満足（満足＋やや満足）と回答した 

平均満足度 

85％ 

� 「若者が集うスポーツボランティア・セミナー in HIROSHIMA」の 20 代までの
参加者の 58％が今後、スポーツボランティアとして活動したいと回答した。 

活動意欲 

58％ 

� 「若者が集うスポーツボランティア・セミナー in HIROSHIMA」20代までの参加
者 33％が今後もスポーツボランティア養成講習会に参加したいと回答した。 

研修受講意欲 

33％ 

2.2 養成：ボランティア、ボランティアリーダーの育成  

� 本トライアル事業の評価・分析対象外。 － 

3.1 組織化：運営・活動基盤の構築  

� 本トライアル事業の評価・分析対象外。 － 
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評価指標 実績 

3.2 組織化：関係者の理解  

� 「スポーツボランティアシンポジウム 2014 in 広島」に、トップチームのボラン
ティア担当者、ボランティアの代表者、活動場所のスポーツ施設管理者、ス
ポーツボランティアの専門家等が一堂に会し、フロアの参加者約 90人も加わ
り、今後の広島のスポーツボランティアの可能性について考える機会が提供
できた。 

県内主要関係者の事業

参加 

� 「スポーツボランティアシンポジウム 2014 in 広島」や「若者が集うスポーツボ
ランティア・セミナー in HIROSHIMA」の開催を通じて、一般市民への理解が
得られた。 

－ 

3.3 組織化：ボランティアの活動意欲の維持  

� 【再掲】「若者が集うスポーツボランティア・セミナー in HIROSHIMA」の 20 代
までの参加者の58％が今後、スポーツボランティアとして活動したいと回答し
た。 

活動意欲 

58％ 

� 「若者が集うスポーツボランティア・セミナー in HIROSHIMA」のアンケートを
通じて、活動ニーズを把握した。20 代までの参加者のうち、各チームでの活
動を希望する割合は、「サンフレッチェ広島」46％、「広島東洋カープ」38％、
「広島ライトニング」31％、「広島ドラゴンフライズ」23％であった。 

－ 

3.4 組織化：関係機関の連携確保  

� バスケットボールのプロリーグ「広島ドラゴンフライズ（NBL）」、「広島ライトニ
ング（bj チャレンジリーグ）」から本事業の参画があった。 

新規団体参画 

2 団体 

� トライアル事業（仙台）の協力団体である、市民スポーツボランティア SV2004

との関係を構築した。また、今後、日本スポーツボランティアネットワーク
（JSVN）への加入を検討するなど、本事業が関係機関とのネットワーク拡大
の契機となった。 

－ 

4.1 活動：活動の活発化  

� 広島東洋カープではホームの全 60 試合で活動、サンフレッチェ広島ではホ
ームの 20試合（リーグカップ戦の上位進出で変動あり）を基本として活動し、
今後も継続していく。 

年間活動回数 

92 回 

� 広島東洋カープでは 1試合当たり約 27 人、サンフレッチェ広島では 1試合約
48 人が活動している。 

延べ活動人数 

2,504 人 

� 活動機会の拡大のニーズに対応するため、バスケットボールのプロリーグ
「広島ドラゴンフライズ」、「広島ライトニング」からボランティア募集の情報を
発信し、スポーツボランティアの新たな活動機会の提供へつなげることがで
きた。 

新規ボランティア先の 

開拓 

2 団体 

4.2 活動：活動の質の担保  

� 【活動目的の達成状況】 － 

� イベント主催者であるサンフレッチェ広島、広島東洋カープのボランティア担
当者より、広島市スポーツ協会から派遣を受けているスポーツイベントボラン
ティアに対する問題点や課題を聞き、その解決策の一助となる取組を実施で
きた。 

－ 

5.1 その他：多様な効果の発生  

・ スポーツイベントボランティア登録者の数人が、トライアル事業（岡山）で実施
した、「スポーツボランティア研修会」「スポーツボランティア・リーダー養成研
修会」に参加し、リーダーの認定を受けるなど、自身で学びの場を求めて活
動する事例があった。本事業間の相乗効果とも言える。 

－ 
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(2) 中高生のスポーツボランティア育成講座の開設支援（仙台市）【基盤構築期→充実・継続期】 

仙台市で実施したトライアル事業「中高生のスポーツボランティア育成講座の開設支援」の効果検証結

果は以下のとおりである。 

図表 3-21 効果検証（仙台市） 

評価指標 実績 

1.1 募集：ボランティア数の増加  

� 中高生を対象とした「スポーツボランティア育成講座」を実施し、申込者は 29

人であった。 

養成講座参加者数 

29 人 

� 「スポーツボランティア育成講座」修了証授与式及び講演に中高生 15 人、一

般 33人が参加した。 

養成講座修了証授与式

参加者数 

48 人 

� 「スポーツボランティア育成講座」修了者のうち 93％が、スポーツボランティア

として活動したいと回答した。 

ボランティア活動希望 

93％ 

1.2 募集：効果的な募集経路の確立  

� 仙台市教育局総務企画部健康教育課から、ボランティア活動を行う会場に

近いエリアの比較的規模の大きい中学校（5 校）の地域連携担当の教員（各

100 部）、バスケットボール部とサッカー部(各 50 部)、仙台市内の市立高校

（200 部）にチラシを配布した。また、市の担当者から対象校の教頭・部活顧

問への電話説明も併せて実施した。 

案内配布数 

1,200 枚 

� 「スポーツボランティア育成講座」参加者の情報の入手経路は、「部活動で案

内を配布された」（33.3％）、「学校で案内を配布された」22％、「チラシを見て」

22％、「友人・知人からの紹介で」17％であった。 

� 仙台市教育局の協力を得たことにより、学校に対して効果的な広報を展開で

き、結果、中学校 5校、高等学校 3校から 29人が参加した。 

市内参加学校数 

8 校 

2.1 養成：活動につながる研修・セミナーの実施  

� 講習会への参加動機は、「ボランティア活動に興味がある」72％と最も高く、

次いで「友人・知人に誘われたから」38％、「東京オリンピックでの活動に興

味がある」33％であった 

� 「実活動体験」について、「やや簡単」40％、「どちらでもない」27％、「やや難

しい」33％であった。「やや難しい」と回答したのは全員が中学 1、2 年生であ

った。 

－ 

� 「実活動体験」について参加者の 93％が満足（満足＋やや満足）と回答し

た。また、「スポーツボランティア育成講座」については 100％が満足と回答し

た。 

平均満足度 

100％ 

� 【再掲】「スポーツボランティア育成講座」修了者のうち 93％が、スポーツボラ

ンティアとして活動したいと回答した。 

活動意欲 

93％ 

2.2 養成：ボランティア、ボランティアリーダーの育成  

� 「スポーツボランティア育成講座」参加者 29人のうち、22人が修了した。 養成講座修了者数 

22 人 

� 来年度から「スポーツボランティア育成講座ステーション」において、実活動

体験後に提出されたレポートに対して、意見等を返す仕組みを設ける予定で

ある。 

－ 

3.1 組織化：運営・活動基盤の構築  

� 市民スポーツボランティア SV2004 とグランディ・21 ボランティア内に「スポー

ツボランティア育成講座」実施ステーションを設置し、ステーションには両団

体から担当者を出し、講座の実際的な計画と運営を行う予定であったが、今

回は設置できなかった。 

－ 

� 次年度以降は、4 月にスポーツボランティア育成講座の参加者募集を開始

し、通年での育成を行う。また、スポーツコミッションせんだい内に「スポーツ

ボランティア育成講座」実施ステーションを設置し、講座の運営を行う予定で

ある。 

－ 
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評価指標 実績 

3.2 組織化：関係者の理解  

� 宮城県教育委員会、仙台市教育委員会、仙台のトップスポーツチームのス

ポーツボランティア組織・団体、ボランティアの NPO との協力により、トライア

ル事業を実施した。 

県内主要関係者の 

事業参加 

3.3 組織化：ボランティアの活動意欲の維持  

� 実活動体験の受入れ協力団体から、事業終了後も、参加中高生のボランテ

ィア活動への受入れ希望があった。 

� 「スポーツボランティア育成講座」修了者のうち 93％が、今後もボランティア

活動をしたいと回答した。 

活動意欲 

93％ 

� 修了式参加者のうち、各チームでの活動を希望する割合は、「仙台89ERS」

71％、ベガルタ仙台47％、東北楽天ゴールデンイーグルス43％、グランディ・

21ボランティア 43％、仙台ベルフィーユ 7％であった。 

－ 

3.4 組織化：関係機関の連携確保  

� 宮城県教育委員会に加えて、仙台市教育委員会の理解、協力が得られ、今

後、仙台市内で有機的な連携の構築が期待できる。 
－ 

� 本事業の実施において、仙台のトップスポーツチームのスポーツボランティ

ア組織・団体、ボランティアの NPO からの理解、協力が得られ、今後、仙台

市内で有機的な連携の構築が期待できる。 

－ 

� スポーツコミッションせんだい（2014年 12月設立）との協力関係が築けた。 － 

4.1 活動：活動の活発化  

� 育成講座における活動機会は 4 団体 22回用意され、うち 17 回に中高生が

参加した。 

育成講座における 

活動機会 

22 回 

� 育成講座における中高生によるスポーツボランティア活動は、延べ 62人であ

った。 

育成講座における 

延べ活動人数 

62 人 

� 協力団体からは、中高生がボランティア活動に加わることで、既存の登録ボ

ランティアが、刺激を受けて生き生きと活動しており、既存のベテランのボラ

ンティアにとっても、有意義な事業であったとの意見があった。 

－ 

4.2 活動：活動の質の担保  

� 【活動目的の達成状況】 － 

� 【活動内容のフィードバック機会の設定】 － 

5.1 その他：多様な効果の発生  

� 広島市スポーツ協会（広島県広島市）、広島経済大学松本耕二研究室、市

民スポーツボランティア SV2004 の三者によるネットワークが構築でき、今

後、定期的な情報交換や連携した事業の実施を検討している。 

－ 
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3．4 トライアル事業のまとめと今後の展開 

(1)トライアル事業のまとめ 

本トライアル事業は、地域におけるスポーツボランティア組織等を活性化する具体的な方策を検討、提

案することを目的とし、試行的な事業の実施を通して、課題及び改善方策の仮説検証を行うことであった。

スポーツボランティア組織の課題は、組織のライフサイクルによって異なることが想定されることから、スポ

ーツボランティアのライフサイクルが異なる 3 つの組織・団体を選定し事業を実施した。 

 

① トライアル事業の効果 

本トライアル事業を通して得られた成果を、以下にまとめて報告する。 

○若年層ボランティアの発掘・育成方策の提示 

  既存のスポーツボランティア組織・団体が抱える課題である「新たなボランティアの参画」「ボランティア

の高齢化・固定化」に対して、中学生、高校生、大学生を対象にボランティアの発掘・育成を目的とした事

業を実施した。大学生にはスポーツボランティアの概論、活動に必要なコミュニケーションスキル、実際の

活動現場の報告や募集情報等を講義し、中高生には講習とボランティア体験活動を組み合わせたプログ

ラムを実施した。どちらも今後のスポーツボランティアの活動意欲を高めるには有効であることが確認でき

た。また、中高生プログラムでは、中学 1 年から高校 3 年生まで、ボランティア活動や 2020 年東京オリンピ

ック・パラリンピック競技大会での活動に興味を持って参加することが確認できた。さらに、プログラム終了

後、活動の継続を希望する者が多数いたことから、本事業での取組は若年層ボランティアの発掘・育成に、

一定の成果が得られた。 

 

○既存ボランティアの活動意欲の向上 

リーダー的な存在である既存のボランティアが、セミナーやシンポジウムなどの学びや交流の機会を得

ることによって、より発展的な活動への意欲を見せた。さらに、他のトライアル事業のリーダー養成研修を

受講し、リーダー認定を受けるなど、自身で学びの場を求めて活動する事例などがあり、本トライアル事業

間の相乗効果も見られた。また、特に中学生や高校生と接することで、既存のボランティアが活気付く好

影響が見られたことも成果であった。 

 

○スポーツボランティアに関わる既存のステークホルダーとの関係構築 

イベント主催者、ボランティア個人、ボランティア組織・団体が一堂に会する機会を設けたことにより、そ

れぞれの立場からの意見を交換し、関係を構築するきっかけとなった。また、既存のスポーツボランティア

組織・団体の、今後の事業の発展的な展開・活動の足掛かりとなったことも成果であった。 

 

○新たな外部組織との連携・協力の体制強化 

スポーツボランティアを地域で普及・振興していく際の外部組織として、地域のスポーツ関係団体（体育

協会、競技団体、スポーツ少年団、スポーツ推進委員、総合型地域スポーツクラブ等）、スポーツ行政、教

育機関（中学・高校・大学）、トップスポーツチーム、マスコミ等との新たな連携が築けた。また、本事業を実

施することにより、地域の障害者スポーツや教育機関の中でスポーツボランティアに取り組んでいた組織・

団体の存在が明らかとなり、新たなるスポーツボランティアのネットワークが構築できたことも成果であった。

また、各トライアル事業においては、マスコミの取材・告知協力も得られ、広く一般にスポーツボランティア

に関する情報発信ができたことも成果であった。
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② 課題と解決方策 

○若年層へのアプローチ先及び方法の検討 

中学校・高等学校へは、教育委員会の協力を得て各学校の地域連携の担当教員及び運動部活動の

顧問を通じて案内した。大学へは、主催者が直接訪問し、ボランティアセンターやボランティアサークルを

通じての告知を依頼した。これらのアプローチ先及び方法は一定の成果が見られた。 

一方でトップチームの試合会場に集まる応援者にも多くのチラシを配布したが、チームの応援とチーム

の試合運営を支えるボランティア活動は目的が異なることから、学校や大学以上の成果は見られなかった。

教育機関を経ない一般の若年層へのアプローチの方法としては、今後、Facebook や Twitter、LINE など

の SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）の活用も試みるべきと考える。 

 

○若年層のライフスタイルに合わせた説明会等の開催 

大学生を対象としたセミナーでは、開催日程が幾つかの大学の試験期間と重なってしまい、多くの参加

が得られなかった。また、中高生を対象としたプログラムでは、部活動の練習時間との関係で、１日に複数

の時間帯で説明会を実施することになった。若年層向けに事業を進める際には、大学や学校の行事（テ

スト期間や学園祭など）、部活動の予定（大会期間など）を考慮し、同じ内容で複数回実施し、参加機会

の選択肢を増やす対応が必要であることが分かった。 

 

○地域のコーディネーター役となる人材や組織の発掘・育成 

活動経験が豊富なボランティアは、やりがいと充実感のある活動でないと満足度が低くなり、該当イベン

トでの活動は継続しなくなる。活動経験が少ないボランティアにとっては、ボランティア活動から離れてしま

う可能性がある。地域のスポーツボランティアを活性化するためには、今後、ボランティアを必要とする者

（イベント主催者など）の意向と、ボランティアをマッチングさせる調整役となる人材や組織の存在が重要と

なってくる。地域におけるコーディネーター的な人材や組織の発掘・育成が求められる。 

 

○スポーツボランティアの正しい理解・認識の発信 

スポーツボランティアに多くの組織・団体、個人が関わってもらうためには、スポーツボランティアに対す

る正しい理解と認識を広める必要がある。併せてスポーツボランティアの楽しさややりがいなどの魅力も伝

えることが、新たなスポーツボランティアの参加者を増やすことにもつながる。具体的には、スポーツボラン

ティアについて学べる機会や実際に体験できる機会を提供し、スポーツボランティアの魅力を感じてもらう

ことである。スポーツボランティアを可視化できる事例集やガイドブックなどの作成・提供も重要である。 

 

(2)トライアル事業の今後の展開 

① スポーツボランティアの育成及び組織の創設支援（岡山県）【立ち上げ期→基盤構築期】 

岡山県体育協会においては、当初からスポーツボランティアの組織化をする予定はなく、本事業をきっ

かけに、県内各地域・活動スポーツ現場で、スポーツボランティアを育成し、活用するきっかけにしたいと

考えていた。今後も、スポーツボランティアに関する情報を継続して提供し、県内のスポーツ関連組織・団

体におけるスポーツボランティア育成の取組を支援していく予定である。 

また、岡山県では 2015 年 11 月 8 日に第１回おかやまマラソンの開催が予定されている。中四国地方

最大級のマラソン大会で、14,500 人のフルマラソンと 500 人の 4.5 キロが開催される。ボランティアの募集

人数は 4,000 人を予定しており、岡山県民にとっては、身近なところでの大規模スポーツイベントでのボラ

ンティアの活動機会となる。本事業の参加者や育成されたボランティア、認定されたボランティアリーダー
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が、おかやまマラソンのボランティアとして活動することが期待できる。岡山県体育協会とおかやまマラソン

実行委員会事務局は、今後も連携してボランティア募集・養成に取り組む予定である。 

 

② スポーツイベントボランティアの活動活性化支援（広島市）【基盤構築期→変容・発展期】 

広島市スポーツ協会は、登録ボランティアに対しての研修事業を、来年度以降も今年度と同様に年１回

実施する予定である。また、本事業をきっかけに、仙台市のスポーツボランティア組織や日本スポーツボラ

ンティアネットワークとの関係を築くことができ、「スポーツ・サポート・センター」機能の拡充に向けた検討を

行う予定である。 

また、広島市スポーツ協会は、2015 年 4 月から NPO法人日本スポーツボランティアネットワークの正会

員として加盟する予定であり、同ネットワークに加盟することによって、多くのスポーツボランティア募集情

報を、登録ボランティアに発信することが可能となることから、多様なボランティア活動を希望する登録者

への、新たな活動機会の提供を考えている。さらに、広島市内にバスケットボールのトップチームが新たに

2 チームでき、それぞれがスポーツボランティアを必要としていることから、これまでの野球とサッカーに加

えて、新たなスポーツ環境での活動機会の増加が期待できる。 

 

③ 中高生のスポーツボランティア育成講座の開設（仙台市）【基盤構築期→充実・継続期】 

仙台市の市民スポーツボランティア SV2004 とグランディ・21 ボランティアでは、仙台市内にある複数の

スポーツボランティア組織・団体が抱えるボランティアの高齢化と、宮城スタジアムは 2020 年東京オリンピ

ック・パラリンピック競技大会の会場となる可能性があることから、中高生のボランティアの発掘・育成を事

業の核とした。中高生を対象とすることから、関連の行政機関からの協力も、この事業を通じて初めて得ら

れ、今後につながる関係性が構築できた。 

来年度以降は、仙台市内で中高生がスポーツボランティア活動に継続して参加できる仕組みを構築し

ていきたいと考えている。具体的には「スポーツコミッションせんだい※」が主体となって継続実施ができる

ように現在調整中である。新たな運営体制としては、スポーツコミッションせんだい内に「スポーツボランテ

ィア育成講座」実施ステーションを設置し、講座の実際的な計画と運営を行う。年間予算は約 20 万円で、

年間予定と新たな運営体制は以下のとおりである。 

※スポーツコミッションせんだいは、スポーツを生かした街づくりや地域活性化を目的として 2014 年 12 月に設立。仙台

市や民間組織（競技団体やプロスポーツ球団、ボランティア組織、報道機関、大学など）約 50 団体が参加する。事務

局は、仙台市スポーツ振興事業団と仙台市が務める。 

 

図表 3-22 仙台市「中高生のボランティア育成講座」の年間予定と新たな運営体制 

2015 年 4 月中       募集  

2015 年 5～6 月上旬   説明会 

2015 年 6 月中旬～7 月 講義 

2015 年 6 月中旬～12 月 実活動体験 

＜受講者：レポート提出＞ 

＜ステーション：レポート戻し＞ 

2016 年 2 月 

「スポーツボランティア 

育成講座」修了証授与式 
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まとめと考察  

１．まとめ 

本事業では、「スポーツにおけるボランティア活動を担う組織・団体の活性化のための実践研究」として、

スポーツボランティア組織・団体の実態調査、事例調査及び団体のトライアル事業を実施した。以下に主

な結果をまとめた。 

 

（1）スポーツボランティア活動に関する組織・団体の実態調査 

地域で活動しているスポーツボランティア組織・団体（85団体）のうち、質問紙調査で回答が得られた

65団体（80.2％）の結果と、トップスポーツチーム（11競技、21リーグ、303チーム）のうち、質問紙調査で

回答が得られた115チーム（38.0％）の結果から、以下の点が明らかとなった。 

・地域で活動するスポーツボランティア組織・団体の6割がスポーツイベントをきっかけに設立。 

・回答が得られたトップスポーツチームの6割でボランティアが活動。 

・ボランティアの年代は、地域で活動するスポーツボランティア組織・団体では60代、トップスポーツチー

ムが活用するボランティア組織・団体では20～40代が活動の中心。 

・効果的な登録者の募集方法は、地域で活動するスポーツボランティア組織・団体では「登録者の口コ

ミ」、トップスポーツチームが活用するボランティア組織・団体では「ウェブサイト」 

・地域で活動するスポーツボランティア組織・団体も、トップスポーツチームが活用するボランティア組

織・団体も活動上の課題は、「新しい登録者が集まらない」「運営の中心となる登録者が不足している」

であった。 

 

（2）スポーツボランティア活動に関する組織・団体の事例調査 

 地域で活動しているスポーツボランティア組織・団体（5団体）、ボランティアを活用しているトップスポ

ーツチーム（4団体）のヒアリング調査の結果をまとめた。 

 

＜地域で活動する組織・団体＞ 

①日産スタジアム運営ボランティア 

・スタジアム専属のボランティア組織として1999年に設立。 

・ボランティアが自発的・積極的に活動できるよう六つの部会を作り活動。 

・課題は、ボランティアの高齢化及び世代交代、登録者数の増員、ボランティアリーダーの育成、ボラン

ティア精神の原点回帰（自主性の見直し）。 

 

②NPO法人成田空港ボランティア・スカイレッツ 

・長野オリンピック・パラリンピック時に、成田空港で案内や送迎を担当したボランティアが1998年に組織

化。 

・空港見学会などの現場研修や英会話などのスキルアップ研修も実施。 

・課題は、活動資金と事務局スペースの確保。 
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③北九州市障害者スポーツボランティアの会 SKET（スケット） 

・1992年に結成した障害者スポーツ指導組織を、大規模イベント開催を機に再編。 

・障害者スポーツセンターと連携したボランティアの養成・確保。 

・課題は、専任の事務局スタッフの配置。 

 

④山口県スポーツボランティア 

・2011年の「おいでませ！山口国体」に向け、募集・養成したボランティアを組織化。 

  ・ボランティアの窓口は各市町に委ね、県が活動内容や登録者数を集約。 

・課題は、ボランティアを活用する側（イベント主催者）の研修の必要性。 

 

⑤埼玉県スポーツボランティア 

・2004年「彩の国まごころ国体」に参加したボランティアを組織化。 

・イベント主催者とボランティアのマッチングを実施。 

・課題は、ボランティア登録者への研修と、イベント主催者に対するボランティア運営研修の必要性。 

 

＜トップスポーツチームのボランティア組織・団体＞ 

⑥川崎フロンターレボランティア 

・1997年にボランティア組織を設立し、ホームゲームと地域イベントで年間延べ150日以上活動。 

・ボランティアの運営に 「チューター制度」「リーダー制度」を設ける。 

・課題は、ボランティア参加者数の確保（特に平日開催の試合）と一部の活動でのメンバーの固定化。 

 

⑦仙台89ERSボランティア 

・仙台市内のスポーツボランティア団体と連携してボランティア組織を2005年に設立。 

・チームとボランティアの一体感を積極的に醸成。 

・課題は、研修の種類や機会の充実、ボランティアの満足度向上のための活動の多様化。 

 

⑧山雅後援会TEAM VAMOS（チームバモス） 

・2005年にサポーターの有志がボランティア組織を設立。2011年に山雅後援会が設立し、その下部組

織として位置付けられる。 

・ホームゲームで1試合100人以上のボランティアが活動。 

・障害者のボランティア活動への参加機会を提供。 

・課題は、ボランティア参加者数の安定化（土曜日の試合、夏休み期間中は不足）、専従スタッフの確

保（ボランティア募集を強化できる）。 

 

⑨北海道日本ハムファイターズボランティア 

・2004年の北海道への移転後、地域密着を目指して、2007年にボランティア組織を設立。 

・年間50日以上のホームゲームでボランティアが活動。 

・課題は、平日のホームゲームのボランティア参加者数の確保（会社勤めの登録者3割）。 
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（3）トライアル事業報告 

スポーツボランティア組織のライフサイクルを考慮し、「立ち上げ期→基盤構築期」の岡山県、

「基盤構築期→変容・発展期」の広島市、「基盤構築期→充実・継続期」の仙台市の、それぞれ事

業連携先とトライアル事業を実施し、効果検証を行った。 

①スポーツボランティアの育成及び組織の創設支援（岡山県） 

・連携事業先：公益財団法人岡山県体育協会 

・協力団体：NPO 法人日本スポーツボランティアネットワーク 

・実施内容：スポーツボランティア研修会、スポーツボランティア・リーダー養成研修会、シンポジウムの

開催 

・効果：スポーツボランティア 42 人、スポーツボランティア・リーダー23 人を育成することができた。 

県内の１市でスポーツボランティアに関する取組が行われた。 

  

②スポーツイベントボランティアの活動活性化支援（広島市） 

・連携事業先：公益財団法人広島市スポーツ協会 

・協力団体：広島経済大学松本耕二研究室 

・実施内容：広島市スポーツ協会、広島東洋カープ、サンフレッチェ広島のボランティア担当者へのヒア

リング調査。一般向けのシンポジウム、若者をターゲットとしたセミナーの開催。スポーツイ

ベントボランティア登録者の活動に関するアンケート調査の実施。 

・効果：協会、依頼団体、ボランティアの三者が一堂に会した意見交換ができた。中心となる登録ボラン

ティアの活動意欲が向上した。協会の事業を発展的に展開・活動するための足掛かりとなった。

新たなボランティアの活動の場の開発につながった。 

 

③中高生のスポーツボランティア育成講座の開設（仙台市） 

・連携事業先：市民スポーツボランティア SV2004、グランディ・21ボランティア 

・実施内容：中高生の募集、育成講座説明会、スポーツボランティア講義（2回）、 

スポーツボランティア実活動体験（一人 3回以上）、レポートの提出、 

スポーツボランティア育成講座「修了証授与式」。 

・効果：中学 1年～高校 3年の 29人が参加、うち 22人が修了生となった。本プログラムが中

高生スポーツボランティアの発掘・育成に有効であることが確認できた。 
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２．考察 

文部省（現、文部科学省）では、1997～1999 年度の 3 年間に「スポーツにおけるボランティア活動の実

態等に関する調査研究協力者会議」を設置し、スポーツボランティアに関する実態を多様な視点から調査

し、結果を報告書としてまとめた。 

それ以降、文部科学省ではスポーツボランティアに関する調査は実施しておらず、本事業が世紀をま

たぎ、15 年ぶりの調査研究となる。 

以下は、2000 年にまとめた報告書に記されている「おわりに」の文章である。 

21 世紀の国民生活を予測するとき、生活の豊かさを求める活動のひとつとしてスポーツは、い

よいよ国民の間に浸透するものと思われる。 

こうした中で、スポーツにおけるボランティア活動が一層活性化されることにより、国民の生き

がいや生活の質の向上につながるだけでなく、我が国のスポーツの豊かな発展と振興をもたら

すことになる。 

したがって、スポーツボランティアに対する理解と活動への参画の重要性が、広く国民に認識

されることとなるよう、関係者が今後、努力を続けていくことが望まれる。 

スポーツボランティアに対する理解と活動への参画の重要性が、現在、国民にどこまで認識されている

のかを改めて考えると、今回の調査研究事業の結果から、これまで以上に継続的な努力が必要であると

考える。 

そこで、15 年前の思いを受け継ぎ、スポーツにおけるボランティア活動を担う「組織・団体」へ向けた、ス

ポーツボランティア活動活性化のための考察を行う。 

 

（1）スポーツボランティアの正しい理解と浸透 

スポーツボランティアの活動を活性化するためには、今後、多くの組織・団体・機関（競技団体を含むス

ポーツ関係団体や行政、教育機関、マスコミ等）が主体的に関わることが重要であるが、そのためには、ス

ポーツボランティアに対する正しい理解と認識を広める必要がある。 

既に連携・協力体制にある関係機関はもとより、新たな関係を構築する必要のある組織・団体に対して、

スポーツボランティアに関する情報を共有し、それらのことを学ぶ機会を提供することが重要である。 

また、ボランティアを募集する立場のイベント主催者も、スポーツボランティアがイベントや大会にとって

どの様な存在であるか、主催者としてどう対応するべきか、また適切なボランティアの募集や運営のノウハ

ウなどについて学ぶことが必要である。  

 

（2）若年層（特に中高生）のスポーツボランティアの育成支援 

スポーツボランティア組織・団体の多くが抱える課題である「メンバーの高齢化、固定化」の解決策の一

つとして、中学・高校生を対象としたスポーツボランティアの発掘・育成講座を仙台市で実施した事例があ

る。講座の募集から修了式までが 6 か月間という限られた時間の中で、予想以上の成果を得ることができ

た。講座に参加した中学１年生から高校 3 年生の参加動機は「ボランティア活動に興味がある」7 割、「東

京オリンピック・パラリンピックでの活動に興味がある」3 割であり、スポーツボランティア活動に興味・関心

がある中高生の存在を改めて確認することができた。また、講座を修了した中高生の多くは活動の継続を

希望しており、中には既にボランティア活動を行っている修了生がいるとのことである。 
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なお、今回の取組では、仙台市内で約 10 年前から活動するスポーツボランティア組織である市民スポ

ーツボランティア SV2004 とグランディ・21 ボランティアの運営ノウハウの蓄積と、体験活動の場となるトップ

スポーツチームとの関係が構築されていたことが成果を得られた大きな要因であった。 

そのため、他の地域において同様の方法で実施することは難しいかもしれないが、地域のスポーツイベ

ントとスポーツボランティアに関する資源を有機的に連携させ、地域の若年層向けスポーツボランティア育

成講座を実施することは可能である。 

 

（3）ボランティア組織・団体のネットワークの構築 

本事業では、地域で活動する組織・団体のほかに、トップスポーツチーム（11 競技、21 リーグ）の 303 チ

ームに対して悉皆（しっかい）調査を試みた。 

その結果、115 チームから回答が得られ、うち 67 チームでスポーツボランティアが活動している実態が

明らかになった。また、地域で活動するスポーツボランティア組織・団体 65 団体、スポーツボランティアが

活動するトップスポーツチーム 115 団体の、計 180 団体におけるスポーツボランティアの活動状況などを

把握した。各組織・団体が抱える課題は類似しており、事例調査で報告した 9 団体の状況を見ても、課題

に対応した様々なボランティア運営の工夫が行われている。 

特に、今回明らかになったスポーツボランティア組織・団体のネットワークを築き、ボランティア運営のノ

ウハウや課題解決策を共有することは極めて重要なことであり、今後、更なる広範囲なネットワークの構築

が期待される。 

 

（4）地域のコーディネーター役となる組織・団体の発掘・育成 

先に、ボランティア組織・団体のネットワークの重要性を述べたが、ネットワークを構築し、有機的なつな

がりにするためには、コーディネーター役となる組織・団体の存在が重要となる。 

例えば、仙台市では、市民スポーツボランティア SV2004 やグランディ・21 ボランティアの代表者がコー

ディネーターとなり、仙台市内のボランティア組織の立ち上げのサポートをしたり、仙台の三つのプロスポ

ーツの支援組織である「仙台プロスポーツネット」の運営に関わるなど、仙台市におけるスポーツボランテ

ィア活動の活性化の大きな要因となっている。このようにスポーツボランティア活動を活性化するためには、

各地域におけるコーディネーター的な人材や組織・団体の発掘・育成が必要である。 

なお、全国規模では現在、NPO 法人日本スポーツボランティアネットワーク（東京都港区）が、その機能

を果たすべく 2012 年から活動をしている。現在は 14 団体間（さっぽろ健康スポーツ財団、スペシャルオリ

ンピックス日本、富山スポーツボランティア育成会、川崎フロンターレ、スポーツボランティア東京、日本ス

ポーツボランティア・アソシエーション、湘南スポーツコミュニティセンター等）でのネットワークが構築され

ており、この法人の今後の活動にも大いに期待するところである。  
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スポーツボランティア活動に関する組織・団体の実態調査 

【回答方法】郵送でご回答ください。 

回答先住所：〒116-8581 東京都荒川区西日暮里 2-40-10 

調査票の発送・回答・データ入力については、(公財)笹川スポーツ財団の委託先である㈱サーベイリ

サーチセンターが担当しております。調査について不明な点がございましたら、下記までご連絡くだ

さい。 

㈱サーベイリサーチセンター 調査事務局 

〒116-8581 東京都荒川区西日暮里 2-40-10 

TEL：0120-974-658（平日 9:00～17:00） 

******************************************************************************************* 

ご回答者の所属先等記入欄（回答の内容についてお伺いする場合があるため、必ずお書きください） 

所属先正式名称 

（法人格含む） 

氏名 

（役職含む） （役職：        ）

所在地住所  〒 

TEL  E-mail  

 

問１ スポーツボランティア組織・団体の名称をお書きください。 

また、上記の所属先正式名称と同じ場合は、「同上」とお書きください。 

 

 

 

【以降、問１でご回答したスポーツボランティア組織・団体についておうかがいします】 

問２ 貴組織・団体の設立の経緯を簡潔にお書きください。 

（例）○○○○年国体のボランティアを組織化。地域スポーツクラブの運営スタッフの人材確保。 

 

 

本調査は、文部科学省「スポーツにおけるボランティア活動活性化のための調査研究」の一部であ

り、地域でのスポーツにおけるボランティア活動の受け皿となっているスポーツボランティア組織等

について、活動の実態を調査及び整理することを目的としています。調査結果は、文部科学省のホー

ムページ等を通じて公開されるとともに、文部科学省によるスポーツボランティア施策の充実のため

の基礎資料として活用されます。調査の結果は統計処理され、回答者や組織・団体名が公表されるこ

とはありません。お忙しいところ誠に恐れ入りますが、調査の趣旨をご理解のうえ、ご協力ください

ますようお願い申し上げます。                                                  

  201４年８月 公益財団法人 笹川スポーツ財団

 

ご回答期限 

2014 年 9 月 23 日（火） 
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問３ 貴組織・団体における現在の運営主体をお書きください（○はひとつ）。 

１．自治体      ２．スポーツ振興公社・事業団・財団等   ３．体育協会 

４．自主運営組織   ５．その他（具体的に：                     ）

 

問４ スポーツボランティアに関連する活動を開始した年をお書きください。 

西暦 （          ）年から 

 

問５ スポーツボランティアの登録者数をお書きください。 

合計 （          ） 人  ⇒ 西暦 （     年） （   ）月  現在 

 

問６ スポーツボランティア登録者の、おおよその男女の割合をお書きください。 

男性 ： 女性 ＝ （     ）％ ： （     ）％ 

 

問７ スポーツボランティア登録者の年代について、あてはまる年代の番号すべてに○をつけてくださ

い。また、最も多い年代には◎をつけてください（◎はひとつ）。 

１．10代      ２．20代      ３．30代      ４．40代 

５．50代      ６．60代      ７．70代以上 

 

問８ スポーツボランティア登録者の初期登録料や年会費はどれくらいですか。集めていない場合は、

「（ ０ ）円」とお書きください。 

なお、年齢などの条件で金額が異なる場合は、備考欄にお書きください。 

初期登録料（          ）円      年会費（          ）円 

備考 （                               ） 

 

問９ スポーツボランティア登録者に対する講習（ボランティア養成講習会、リスクマネジメント研修

会等）を実施していますか（○はひとつ）。 

実施している場合は 2013年度中の実施回数もお書きください。 

１．している ⇒ 2013年度（          ）回       ２．していない 

 

問１０ 2013年度、実際にスポーツボランティア活動を行った合計日数をお書きください。 

合計 （          ） 日 
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問１１ 貴組織・団体において、ボランティア登録者の活動に伴うインセンティブ（物品や行事の特典）

はありますか（○はいくつでも）。 

インセンティブがない場合は「10．特になし」に○をつけてください。 

１．ボランティアユニフォーム・キャップ（支給） 

２．ボランティアユニフォーム・キャップ（貸与） 

３．スポーツ観戦機会（チケット提供含む）   ４．弁当・食事       

５．アスリートとの懇親会           ６．慰労会 

７．現金（交通費、食事代等の実費程度）    ８．金券（商品券、クオカード等） 

９．その他（具体的に：                       ） １０．特になし

 

問１２ スポーツボランティアの派遣先において、貴組織・団体のボランティア登録者への活動に伴う

インセンティブ（物品や行事の特典）はありますか（○はいくつでも）。 

派遣先がない場合は「12．派遣先はない」に○をつけてください。 

１．ボランティアユニフォーム・キャップ（支給） 

２．ボランティアユニフォーム・キャップ（貸与） 

３．スポーツ観戦機会（チケット提供含む）   ４．弁当・食事       

５．アスリートとの懇親会           ６．慰労会 

７．現金（交通費、食事代等の実費程度）    ８．金券（商品券、クオカード等） 

９．その他（具体的に：                       ） １０．特になし

１１．わからない               １２．派遣先はない 

 

問１３ 貴組織・団体では、現在、スポーツボランティア活動を行ううえでの課題はありますか。あて

はまる番号すべてに○をつけてください。また、最も課題となっているものには◎をつけてく

ださい（◎はひとつ）。課題がない場合は「12．特になし」に○をつけてください。 

１． 新しい登録者が集まらない        ２． 運営の中心となる登録者が不足している

３． 登録者の事務局スペースがない      ４． 活動資金が不足している 

５． 提供する活動数・イベント数が十分でない ６． 登録者の経験やスキルが乏しい 

７． 提供する研修機会の数が十分でない    ８． 組織・団体の認知度が十分でない 

９． 登録者の活動意欲が乏しい        １０．登録者との連絡が困難である 

１１．その他  具体的に： 

 

１２．特になし 
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問１４ 貴組織・団体では、現在、スポーツボランティアをどのように募集していますか。あてはまる

番号すべてに○をつけてください。また、最も効果的なものには◎をつけてください（◎はひ

とつ）。募集をしていない場合は「９．特に募集はしていない」に○をつけてください。 

１． チームやボランティア組織・団体の Facebookや LINE などの SNS 

２． チームやボランティア組織・団体のウェブサイト  ３． 主催事業のポスター・チラシ 

４． メーリングリストやメールニュース        ５． 自治体の広報誌 

６． チームやボランティア組織・団体の機関誌     ７． 他組織との連絡網 

８． ボランティア登録者のクチコミ          ９． 特に募集はしていない 

１０．その他（具体的に：                                 ）

 

問１５ スポーツボランティアの活動内容（派遣先や紹介先の活動も含みます）について、下記のうち

実施しているものはありますか。  内の（記入例）を参考に、それぞれの活動内容につい

てお答えください（それぞれ○はひとつ）。他に実施している活動がある場合は、「j．その他」

に具体的にお書きください。 

 

（記入例） 

・「a. スポーツイベント・大会での運営や世話」を実施している場合 

活動内容 あり なし 

a. スポーツイベント・大会での運営や世話 １ ２ 

 

活動内容 あり なし 

a. スポーツイベント・大会での運営や世話 １ ２ 

b. スポーツイベント・大会でのスポーツの審判 １ ２ 

c. スポーツイベント・大会でのスポーツの指導 １ ２ 

d. スポーツイベント・大会での障がい者に対するサポート １ ２ 

e. 団体・クラブ等での運営や世話 １ ２ 

f. 団体・クラブ等でのスポーツの審判 １ ２ 

g. 団体・クラブ等でのスポーツの指導 １ ２ 

h. 団体・クラブ等での障がい者に対するサポート １ ２ 

i. スポーツ施設の管理の手伝い １ ２ 

j. その他（具体的に）： 
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問１６ 貴組織・団体における、スポーツボランティアに関する事業の活動開始時から現在に至るまで

の「活動の活発度」について、下記のうち最も近いものを１つ選んで、番号に○をつけてくだ

さい。該当する図がない場合は、（記入例）を参考にし、図５に手書きで記してください。     

なお、「活動の活発度」については、活動回数や登録者数、団体の運営状態等、総合的に判断

してお答えください。 

１．                     ２．   

       

３．                     ４．   

       

５．その他   ⇒ （記入例）を参考に図５にお書きください。 

（記入例）                  図５．   

                         

～以上でアンケートは終了です。ありがとうございました。～ 

高
活

発
度

低

活動開始時 （中間時期） 現●在

高
活

発
度

低

活動開始時 （中間時期） 現●在

高
活
発

度
低

活動開始時 （中間時期） 現●在

高
活

発
度

低

活動開始時 （中間時期） 現●在

高
活

発
度

低

活動開始時 （中間時期） 現●在

高
活

発
度

低

活動開始時 （中間時期） 現●在

－ 120 －



 

1 

 

スポーツボランティア活動に関する組織・団体の実態調査 

【回答方法】郵送でご回答ください。 

回答先住所：〒116-8581 東京都荒川区西日暮里 2-40-10 

調査票の発送・回答・データ入力については、(公財)笹川スポーツ財団の委託先である㈱サーベイリ

サーチセンターが担当しております。調査について不明な点がございましたら、下記までご連絡くだ

さい。 

㈱サーベイリサーチセンター 調査事務局 

〒116-8581 東京都荒川区西日暮里 2-40-10 

TEL：0120-974-658（平日 9:00～17:00） 

***************************************************************************************** 

貴チームの名称等記入欄（回答の内容についてお伺いする場合があるため、必ずお書きください） 

貴チームの名称  

貴チームの設立年 西暦 （          ）年 

所在地住所 

（※事務局の所在地です） 

 〒 

ご回答者氏名  

ご回答者の主たる所属先

（部署名・役職含む） 

（例）××××株式会社  事業本部  ホームタウン担当 

 

TEL  E-mail  

 

問１ 貴チームでは、現在、試合やイベント等でボランティアを活用していますか（○はひとつ）。 

※ただし、事務局スタッフや監督、コーチ、トレーナー、学生のインターン等はボランティアに含めません。 

１．活用している ⇒ 次ページの問４へ         ２．活用していない 

 

 

本調査は、文部科学省「スポーツにおけるボランティア活動活性化のための調査研究」の一部であ

り、スポーツボランティア活動の受け皿のひとつである、スポーツチームのボランティアの活用実態

を調査及び整理することを目的としています。調査結果は、文部科学省のホームページ等を通じて公

開されるとともに、文部科学省によるスポーツボランティア施策の充実のための基礎資料として活用

されます。なお、調査の結果は統計処理され、回答者や組織・団体名が公表されることはありません。

お忙しいところ誠に恐れ入りますが、調査の趣旨をご理解のうえ、ご協力くださいますようお願い申

し上げます。※活用しているボランティア組織が複数ある場合は、P３～６をコピーのうえ、団体ご

とにご回答ください。                                                  

201４年８月 公益財団法人 笹川スポーツ財団

 

ご回答期限 

2014 年 9 月 23 日（火） 
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問２ 今後、貴チームの試合やイベント等でボランティアを活用する予定はありますか（○はひとつ）。 

「１．ある」とご回答された方は問１７（P５）を参考に具体的な活用内容をお書きください。 

１．ある ⇒ 具体的な活用内容 （                          ）

２．ない 

 

問３ 今後、機会があれば貴チームの試合やイベント等でボランティアを活用したいですか（○はひと

つ）。 

１．ぜひ活用したい                ２．できれば活用したい 

３．あまり活用したくない             ４．まったく活用したいとは思わない 

５．わからない 

～問１で「２．活用していない」と回答した方は、以上で終了です。ありがとうございました。～ 

 

【問１で「１．活用している」とお答えいただいた方のみご回答ください】 

問４ 貴チームにおいて、スポーツボランティアの活用を開始した年をお書きください。 

西暦 （          ）年から 

 

問５ 昨シーズン、貴チームの試合やイベント等でスポーツボランティアを活用した合計日数をお書き

ください。 

合計 （          ） 日 

 

問６ 貴チームで活用しているボランティアは、主にどのような組織・団体に所属していますか（○は

いくつでも）。また、「１～３」とお答えいただいた方は、問６－１にもご回答ください。 

１．貴チーム内にあるボランティア組織・団体 

２．貴チームの外部にあるボランティア組織・団体（貴チーム公認）        問６－１へ 

３．貴チームの外部にあるボランティア組織・団体（貴チーム非公認） 

４．特定のボランティア組織・団体は無く、必要な時に都度募集している 

５．その他（                           ） 

問６－１ 問６で回答したボランティア組織・団体の正式名称をお書きください。 

名称がない場合は「特になし」とご記入ください。 

組織・団体の正式名称 

組織・団体の分類 

（問６の１～３より 

あてはまる番号に○）

・ １   ２   ３ 

・ １   ２   ３ 

・ １   ２   ３ 

・ １   ２   ３ 

次のページへ
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【以降、問６でご回答したボランティア組織・団体についておうかがいします】 

（注）問６－１で２つ以上の組織・団体をご記入いただいた場合は、それぞれの組織・団体についておうかがい

します。【問７～問１８まで】をコピーしてご回答し、同封の返信用封筒にまとめてお送りください。 

 

問７ 該当する組織・団体名を一つお書きください（法人格を含む）。 

また、特に名称がない場合は、「１．特に名称はない」に○をつけてください。 

                             １．特に名称はない 

 

問８ 上記の組織・団体が、ボランティアに関する活動を開始した年をお書きください。 

西暦 （          ）年から 

 

問９ 登録者数をお書きください。 

合計 （          ） 人  ⇒ 西暦 （     年） （   ）月  現在 

 

問１０ 登録者の、おおよその男女の割合をお書きください。 

男性 ： 女性 ＝ （     ）％ ： （     ）％ 

 

問１１ 登録者の年代について、あてはまる年代の番号すべてに○をつけてください。 

また、最も多い年代には◎をつけてください（◎はひとつ）。 

１．10代      ２．20代      ３．30代      ４．40代 

５．50代      ６．60代      ７．70代以上 

 

問１２ 登録者の初期登録料や年会費はどれくらいですか。集めていない場合は、「（ ０ ）円」とお

書きください。なお、年齢などの条件で金額が異なる場合は、備考欄にお書きください。 

初期登録料（          ）円      年会費（          ）円 

備考 （                                  ） 

 

問１３ 登録者に対する講習（ボランティア養成講習会、リスクマネジメント研修会等）を実施してい

ますか（○はひとつ）。 

実施している場合は、昨シーズンに関わる実施回数もお書きください。 

１．実施している ⇒ 昨シーズン（       ）回     ２．実施していない 
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問１４ 登録者の活動に伴うインセンティブ（物品や行事の特典）はありますか（○はいくつでも）。 

インセンティブがない場合は「10．特になし」に○をつけてください。 

１．ボランティアユニフォーム・キャップ（支給） 

２．ボランティアユニフォーム・キャップ（貸与） 

３．スポーツ観戦機会（チケット提供含む）   ４．弁当・食事       

５．アスリートとの懇親会           ６．慰労会 

７．現金（交通費、食事代等の実費程度）    ８．金券（商品券、クオカード等） 

９．その他（具体的に：                      ）  １０．特になし 

 

問１５ 現在、活動を行ううえでの課題はありますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。

また、最も課題となっているものには◎をつけてください（◎はひとつ）。 

課題がない場合は「12．特になし」に○をつけてください。 

１． 新しい登録者が集まらない        ２． 運営の中心となる登録者が不足している

３． 登録者の事務局スペースがない      ４． 活動資金が不足している 

５． 提供する活動数・イベント数が十分でない ６． 登録者の経験やスキルが乏しい 

７． 提供する研修機会の数が十分でない    ８． 組織・団体の認知度が十分でない 

９． 登録者の活動意欲が乏しい        １０．登録者との連絡が困難である 

１１．その他  具体的に： 

 

１２．特になし 

 

問１６ 現在、ボランティアをどのように募集していますか。あてはまる番号すべてに○をつけてくだ

さい。また、最も効果的なものには◎をつけてください（◎はひとつ）。 

募集をしていない場合は「９．特に募集はしていない」に○をつけてください。 

１． チームやボランティア組織・団体の Facebookや LINE などの SNS 

２． チームやボランティア組織・団体のウェブサイト  ３． 主催事業のポスター・チラシ 

４． メーリングリストやメールニュース        ５． 自治体の広報誌 

６． チームやボランティア組織・団体の機関誌     ７． 他組織との連絡網 

８． ボランティア登録者のクチコミ          ９． 特に募集はしていない 

１０．その他（具体的に：                                 ）
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問１７ 登録者の活動内容について、下記のうち実施しているものはありますか。  内の（記入例）

を参考に、実施しているカテゴリの項目についてお答えください（それぞれ○はいくつでも）。 

他に実施している活動がある場合は「g．その他２」に具体的にお書きください。 

 

（記入例） 

・a. 入場・接客で「１．チケットもぎり」と「３．プログラム、チラシ等の配布」を実施している場合 

カテゴリ 項目（○はいくつでも） 

a. 入場・接客 

１．チケットもぎり  ２．チケットチェック ３．プログラムやチラシ等の配布

４．入場者数カウント ５．荷物預かり    ６．総合案内所業務 

 

カテゴリ 項目（○はいくつでも） 

a. 入場・接客 

１．チケットもぎり  ２．チケットチェック ３．プログラムやチラシ等の配布

４．入場者数カウント ５．荷物預かり    ６．総合案内所業務 

b. 誘導 １．会場内の誘導や案内        ２．会場外の誘導や案内 

c. 設営 

１．受付スペース（テントや机の設置） ２．販売スペース（テントや机の設置）

３．館内表示や看板の設置       ４．グラウンドやコート 

d. 販売 １．チケット             ２．グッズ 

e. 清掃 

１．試合当日の会場内清掃       ２．試合当日以外の会場内清掃 

３．試合当日の会場外清掃       ４．試合当日以外の会場外清掃 

f. その他１ 

１．ボランティア交流イベントの企画・運営 

２．ボランティア活動の情報発信 

３．チームが主催するイベントの運営補助（スポーツ以外も含む） 

４．行政や学校等が主催するイベントのお手伝い（スポーツ以外も含む） 

g. その他２ 

具体的に： 
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問１８ 問７（P３）でご記入した組織・団体における活動開始時から現在に至るまでの「活動の活発

度」について、下記のうち最も近いものを１つ選んで、番号に○をつけてください。該当する

図がない場合は（記入例）を参考にし、図５に手書きで記してください。なお、「活動の活発

度」については、活動回数や登録者数、団体の運営状態など、総合的に判断してお答えくださ

い。 

１．                     ２．   

       

３．                     ４．   

       

５．その他   ⇒ （記入例）を参考に図５にお書きください。 

（記入例）                  図５．   

                         

～以上でアンケートは終了です。ありがとうございました。～ 

高
活

発
度

低

活動開始時 （中間時期） 現●在

高
活

発
度

低

活動開始時 （中間時期） 現●在

高
活
発

度
低

活動開始時 （中間時期） 現●在

高
活

発
度

低

活動開始時 （中間時期） 現●在

高
活

発
度

低

活動開始時 （中間時期） 現●在

高
活

発
度

低

活動開始時 （中間時期） 現●在
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○著作権者  文部科学省 スポーツ・青少年局 スポーツ振興課 

 

（問合せ先） 〒100-8959 東京都千代田区霞が関 3-2-2 

TEL ０３－５２５３－４１１１ （代表） 

 

○発 行 元  公益財団法人 笹川スポーツ財団 

〒107-6011 東京都港区赤坂 1-12-32  

TEL ０３－５５４５－３３０１ 

 

 

本報告書は、文部科学省の委託事業として、公益財団法人笹川スポーツ財団が実施した平成 26 年度「スポーツに

おけるボランティア活動活性化のための調査研究（スポーツにおけるボランティア活動を担う組織・団体活性化のた

めの実践研究）」の成果をとりまとめたものです。したがって、本報告書の複製、転載、引用等には文部科学省の承

認手続きが必要です。 
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